
(単位：百万円）

東京都介護予防推進会議 0 1 〇 講師による講演及び先駆的な事業に取り組む区市町村に事例発表を
行う座学形式で1回開催

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターへの支援
【再掲】

4,769 4,739

〇平均在院日数　17.5日
〇病床利用率　84.5％
〇紹介率　85.9％
〇返送・逆紹介率　52.0％
〇受託研究等の受入件数　63件
〇研究員1人あたりの学会発表・論文発表数　15.6件

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターの整備
【再掲】

9,849 9,837 〇 平成25年3月末竣工

東京都健康推進プラン２１評価推進戦略会議の設置 9 9

○東京都健康推進プラン21評価戦略会議の開催状況
全１回開催　委員16名出席
・新後期5か年戦略推進のための取組について
・指標数値の状況について
○東京都健康推進プラン21（第二次）策定会議の開催状況
全15回開催（部会・分科会含む）　委員延べ171名出席
・プラン21（第二次）策定について
・各推進主体の具体的取組について

糖尿病メタボリックシンドローム予防対策事業 47 37

○糖尿病・メタボリックシンドローム対策事業
新聞折込広告を活用した広域的な普及啓発（平成24年11月、
2,523,700部）

○健康づくり・保健サービス人材育成事業
・健康づくり事業推進指導者養成研修（16回、1,027名参加）
・特定健診・保健指導事業従事者養成研修（30回、2,062名参加）

がん対策事業 2,096 1,287

〇 がん検診受診キャンペーン
・大腸がんウオークイベント（11月）
・ピンクリボン運動（10月）
・映像作品の制作、講演会、ラジオ番組を活用した一体的な普及啓発
（9～2月）
〇 がん検診受診率向上に取り組む区市町村への支援
・包括補助事業を活用　13区市町村
〇 マンモグラフィ読影医師等養成研修
・医師92人　技師98人
〇 精度管理評価事業

項目

高齢者人口に対する二次予防事業の参加率

胃がん精密検査受診率

肺がん精密検査受診率

大腸がん精密検査受診率

子宮頸がん精密検査受診率

乳がん精密検査受診率

都内の人口10万人当たりがんによる75歳未満年齢調整死亡率（※）

44.0％
（平成22年度）

50.0％
（平成24年度）

計画前出典：地域保健・健康増進事業報告（3年毎）（平成22年度）
進捗状況出典：平成25年度東京都がん検診精度管理評価事業（平成24
年度）

58.3％
（平成22年度）

※子宮がん精密検査受診率

56.4％
（平成24年度）

計画前出典：地域保健・健康増進事業報告（3年毎）（平成22年度）
進捗状況出典：平成25年度東京都がん検診精度管理評価事業（平成24
年度）

70.7％
（平成22年度）

71.8％
（平成24年度）

計画前出典：地域保健・健康増進事業報告（3年毎）（平成22年度）
進捗状況出典：平成25年度東京都がん検診精度管理評価事業（平成24
年度）

62.0％
（平成22年度）

62.9％
（平成24年度）

計画前出典：地域保健・健康増進事業報告（3年毎）（平成22年度）
進捗状況出典：平成25年度東京都がん検診精度管理評価事業（平成24
年度）

82.4％
（平成23年）

81.4%
（平成24年）

出典：人口動態統計（毎年）
※年齢調整死亡率とは、地域による年齢構成に左右されないよう（全て
の地域の年齢構成が同一になるよう）係数をかけているもの。

75.1％
（平成22年度）

76.2％
（平成24年度）

計画前出典：地域保健・健康増進事業報告（3年毎）（平成22年度）
進捗状況出典：平成25年度東京都がん検診精度管理評価事業（平成24
年度）

計画前 直近の状況 出典・備考

0.49％
（平成23年度）

0.67％
（平成24年度）

出典：介護予防事業の実施状況に関する調査（厚生労働省）（毎年）

区市町村、学識経験者などで構成する委員会を設置し、介護予防事業の実施状況、課題などについ
て検討を行います。

以下の役割を担う地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターの安定的かつ自立的な運営を支援
します。
　①高齢者医療モデルを確立し、広く社会に発信する拠点となる。
　②高度先進医療に取り組み、老化・老年病の研究や新たな治療法の開発を推進する。
　③急性期医療を提供するとともに、地域における在宅療養を支援する。
　④専門性の高い医師・看護師などの医療従事者を育成する。
　⑤認知症に関する研究、多様な治療法の導入など、先駆的な取組を行う。

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターが取り組む新施設の整備に対し、支援を行います。

区市町村、医療保険者、保健医療関係団体、学識経験者等で構成する会議を設置し、新後期5か年
戦略の指標評価、進行管理等による着実な推進を図るとともに、平成25年度から始まる新たな計
画期間に向けて、平成24 年度には次期プランの策定作業を行います。本会議には、地域・職域連
携推進協議会の機能を併せ持たせ、関係者間の連携促進による健康づくり施策の効果的な推進を図
ります。

健康的な生活習慣の必要性や早期受診・治療継続の重要性を広く周知し、糖尿病・メタボリックシ
ンドロームの予防に取り組みます。また、医療保険者等による特定健康診査・特定保健指導や区市
町村等による健康づくり事業に従事する医師、保健師、管理栄養士等を対象に研修を実施し、人材
を育成します。

区市町村や関係機関と協働し、がんの予防やり患の多い年代など最新情報の普及啓発を行っていき
ます。その上で対策として、早期発見が有効ながんについては、検診受診率向上のための普及啓発
とともに、検診の信頼度を更に向上させるための精度管理指標の提示等を進め、75歳未満年齢調
整死亡率の減少を図ります。

事業 事業概要 当初
予算額

決算額 実績（アウトプット）

第５期東京都高齢者保健福祉計画に係る進行管理表（平成２４年度） 
 

第6章 安心な生活の確保 
第2節 介護予防・健康づくりの推進 

アウトカム（効果指標） 
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